
1  学習指導要領のこれまでとこれから 

3  主体的・対話的で深い学びの実現に向けて 

2  次期学習指導要領を読み解く Key Word 

 今回改訂されるのは、幼稚園教育要領、及び小学校、中学校、
高等学校、特別支援学校の学習指導要領で、全面実施は、小学
校が平成32年度、中学校が平成33年度からです。 

（平成29年、30年改訂） 



１ 学習指導要領のこれまでとこれから 

（１）学習指導要領◆その意味と役割 

各学校では、学習指導要領や年間の標準授業
時数等を踏まえ、地域や学校の実態に応じて、
教育課程（カリキュラム）を編成します。 

学習指導要領は、全国のどの地域で教育を受けても、一定水準の教育を受けられるようにするた
め、学校教育法等に基づいて文部科学省が定めたものです。 

 

 
学習指導要領では、各学校段階ごとに、それぞ
れの教科等の目標や大まかな教育内容を定めて
います。 
校種、教科・領域ごとに「解説」が発行され、教
科等の目標や内容等が詳しく記載されています。 
 
 
 

学習指導要領は、各学校で教育課程（カリキュラム）を編成する際の基準です。 



（２）学習指導要領◆改訂の変遷 

学習指導要領
は、昭和22年に
試案として作成
され、昭和33年
に大臣告示の形
で定められました。 

学習指導要領改訂／これまでの変遷 

改訂（告示）年 キーワード 義務教育年間標準時数 

試案 昭和22（1947）年 

1 昭和26（1951）年 経験主義 小 5780    中 3045  

2 昭和33（1958）年 系統性 小 5821    中 3360 

3 昭和43（1968）年 現代化 小 6135    中 3535 

4 昭和52（1977）年 ゆとりと充実 小 5785    中 3150 

5 平成元 （1989）年 新しい学力観 小 5785    中 3150 

6 平成10（1998）年 生きる力 小 5367    中 2940 

7 平成20（2008）年 バランス 小 5645    中 3045  

8 平成29（2017）年 学びの地図 小 5785    中 3045  

◆学習指導要領の変遷（文部科学省webページ） http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/idea/1304372.htm 

学習指導要領はこれまでに、時代の変化や子どもたちの状況、社会の要請等を踏まえ、おおよそ10年ごとに
改訂されてきました。今回は、平成20年の全面改訂に続く8回目の全面改訂です。 

改訂は、未来に向けてふさわしい学校教育の在り方を構築するという作業の積み重ねです。 

■日本国憲法施行 “「教育を受ける権利」を規定” 
■教育基本法、学校教育法制定 “理念は「人格の完成」” 

※数値の後の矢印は前回との増減等を表しています。 

http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/idea/1304372.htm
http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/idea/1304372.htm
http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/idea/1304372.htm


（３）現行学習指導要領◆基本的な考え方 

【「生きる力」のイメージ図】（文部科学省webページより） 

基本的な考え方 
① 平成10年改訂の「生きる力」の育成を踏襲。 
② 基礎的・基本的な知識・技能の習得、思考力・判断力・ 
  表現力等の育成のバランスを重視。 
③ 子どもたちの「生きる力」を育むことの必要性や、「生きる力」の 
  内容を教育関係者、保護者、社会で理解のうえ共有すること 
  が重要。 

現行学習指導要領の基本的な考え方の
③が、次期学習指導要領の「社会に開か
れた教育課程」に引き継がれ、「学びの地
図」として「枠組みの見直し」がなされました。 



（４）次期学習指導要領◆改訂の背景  

次期学習指導要領は2030年の社会を見据え、予測困難な時代を生きる子どもたちに必要な資質・能力を
育てる学校教育の実現をめざします。 

2016(H28) 

2020(H32) 

2030 

(H42) 

未来を予測する 
最善の方法は、 

それを発明することだ 
A・ケイ(UCLA) 

2030年は、どんな社会に 
なっているのだろう？ 3人に1人が65歳以上になり、 

生産年齢人口比率は約58％に？ 

子どもたちの65％は将来、 
今は存在していない職業に就く？ 

今後10年から20年程度で、 
半数近くの仕事が自動化される？ 

変化が激しい社会において、新しい未知の課題に対応する力を育てることが求められています。 

次々期学習指導要領実施？ 

小学１年生 ２０歳 

東京五輪・パラリンピック開催 

次期学習指導要領実施 

小学５年生 

中央教育審議会答申 

2045年には人工知能が 
人類を超える？（シンギュラリティ） 

2016年度に小学
校に入学した子ど
もたちは、2030年
度には、20歳にな
ります。 



（５）次期学習指導要領◆社会に開かれた教育課程をめざして 

学校と社会が目標を共有する「社会に開かれた教育課程」の実現をめざします。 

教育課程を介して、目標を共有 
よりよい学校教育を通じて、よりよい社会を創る 

教育課程において、資質・能力を明確化 
子どもたちに未来の創り手となるために必要な知識や力 

 
 

学 
校 

社
会 

教育課程の実施に当たって、目標の実現に向けた連携 
地域の人的・物的資源の活用、社会教育との連携等 

社会の変化に目を向け、教育が普遍的にめざす根幹を堅持しつつ、社会の変化を柔軟に受け止めて教育活
動を行っていくために、教育課程の果たす役割が一層重要になります。  

次期学習指導要領では、「社会に開かれた教育課程」の実
現に向け、その枠組みが見直されます。 



今回の改訂では、「指導者の視点（教員が何を教えるか）」にとどまらず、「学習者の視点」に立ち、子どもた
ちが学びを通じて「何ができるようになるのか」という観点から、学習指導要領の枠組みが見直されました。 

（６）次期学習指導要領◆枠組みの見直し 

枠組みの6項目（下図の ）は、「学びの地図」として、総則の柱になります。 

 

 

 

 

 

 

学習指導要領の枠組み 

各学校段階間の接続 

育
成
を
め
ざ
す
資
質
・
能
力 

学
び
の
地
図 

大
学
等 

幼児
教育 

高等
学校 

小学校 中学校 

特別支
援学校 

学校教育における
「学びの全体像」が
教員はもちろん、地
域や社会の関係者、
そして子ども自身が
見渡せるものになり
ます。 



２ 次期学習指導要領を読み解く Key Word  

◆次期学習指導要領に関する各種資料一覧（大阪府教育センターwebページ内にもございます。) 
http://www.osaka-c.ed.jp/contents_links/sidouyouryo/sidouyouryo.html 

 カリキュラム・マネジメント 

Key Word 1  育成をめざす資質・能力 

Key Word 2 

 主体的・対話的で深い学びの実現 Key Word 3 

http://www.osaka-c.ed.jp/contents_links/sidouyouryo/sidouyouryo.html
http://www.osaka-c.ed.jp/contents_links/sidouyouryo/sidouyouryo.html
http://www.osaka-c.ed.jp/contents_links/sidouyouryo/sidouyouryo.html
http://www.osaka-c.ed.jp/contents_links/sidouyouryo/sidouyouryo.html


 

① 生きて働く  

       知識・技能の習得 

② 未知の状況にも対応できる  

       思考力・判断力・表現力等の育成 

③ 学びを人生や社会に生かそうとする  

       学びに向かう力・人間性の涵養 

「学力の三要素」 

「資質・能力の三つの柱」 

「評価の三つの観点」 

が、つながるイメージですね。 

Key Word   １      育成をめざす資質・能力    

次期学習指導要領では、 「生きる力」の理念を「育成をめざす資質・能力」 の三つの柱として示しました。 

■知識及び技能 

■思考力・判断力・表現力等 

■主体的に学習に取り組む態度 

中教審答申 第１部第５章 



P 

C 

D 

A 

教育課程の実施 
～どのように学ぶか～ 

教育課程の評価 
～何が身に付いたか～ 

教育課程の改善 
～何が必要か～ 

教育課程の編成  
～何ができるようになればよいか～ 

学校内 

計画 

結果 

授業 改善 

指導計画・評価計画を 
踏まえた授業改善 

P 

D 

C 

A 

学校組織…人・物・財、学校経営等 

学校文化…同僚性、人材育成等 

「社会に開かれた教育課程」の実現 

Key Word   ２      カリキュラム・マネジメント    

次期学習指導要領では、カリキュラム・マネジメントの三つの側面を示しました。 

行政 

家庭 

地域 社会 

共有・連携・協働・支援・評価 

教育目標を実現可能にする方策と検証法の確立 

学校教育目標の具現化と実現 
▶ 「めざす子ども像」「付けたい力」の明確化と共有 

学校外 

校内研究等 情報発信等 

教育基本法、学校教育法等 
学習指導要領、評価規準の参考資料等 
学校・子ども・地域の実態把握、課題設定等 

子どものよりよい成長 

教育目標の反映 教育結果の検証 

中教審答申 第１部第４章 



次期学習指導要領では、資質・能力の育成に必要な授業改善の「三つの学びの視点」を示しました。 

？ ！ 
対話的な学び 深い学び 

主体的な学び 

育
成
を
め
ざ
す
資
質
・
能
力 

Key Word   ３    主体的・対話的で深い学びの実現  

これからの時代に必要な資質・能力を育むために、指導者の不断の授業改善への姿勢が求められています。 
子どもたちそれぞれの興味や関心を基に、一人一人の個性に応じた多様で質の高い学びを引き出すことが大切です。 

問いや必要
感・不都合感
のある学習課
題の設定 

既知やこれま
での経験を振
り返らせる 

考えを広げ、
深めさせる多
様な対話場面
の工夫 

指導者の 
役割 

ねらいの達成に
向け、子どもの
発言を価値づ
け、方向づける 

学習を振り返
らせ、 
次の学びへ 

以前の自分なら 
どうしただろう？ 困ったな？ 

こうすれば 
できそうだ！ 

本当にそう？ 
子どもの 
思考の流れ 

不思議？ 
友だちはどう考えて
いるだろう？ そういえば、 

この間の…！ 
本には何と書いて
あるだろう？ 

そうか！ 

伝えて 
みよう！ 

もっと 
うまくなるには？ 

他の場面では 
どうだろう？ 



◎主体的・対話的で深い学びを実現する子どもの姿 

主体的 

対話的 

粘り強く 

取り組む 

興味や関心 

を集める 

見通しを 

持つ 

振り返って 

自覚する 

共に考えを 

創り上げる 共に課題を 

解決 

多様な手段で 

表現 

多様な情報を 

収集 

深い学び？ 



◎深い学びの実現に向けて 

深い学び 

課題を 

発見する 

解決の方向性を 

見出す 

思考し解決に 

向かう 

知識技能を 

習得活用する 

知識技能を 

構造化する 

子どもが、切実な課題を解決するプロセスを通して、試行錯
誤しながら他者とともに解決を図り、身に付けた知識や技能
を活用・発揮し、学んだ手ごたえとして実感する 

導入 展開 終末 

切実な課題設定 
既習や経験と関連付けた思考の促進 

教科固有の見方・考え方を働かせる 

知識技能の適用 

を促す 

次の学びへ 

前
時
の
成
果 



◎主体的・対話的な学びから深い学びを実現する子どもの姿 

多
様
な
情
報
収
集 

聞
く 

話
す 

説
明
に
よ
る
明
確
化 考える 

振り返る 

◎知識や経験等との 

関連付けを促進 

話を聞きあえる 

関係性の構築 



 

◎深い学びの実現に向けて① 



 

◎深い学びの実現に向けて② 



◎対話的で深い学びの実現に向けて 



主体的・対話的で深い学びのイメージを授業スタンダードに 

主体的 

対話的 

粘り強く 

取り組む 

興味や関心 

を集める 

見通しを 

持つ 

振り返って 

自覚する 

課題を 

発見する 

解決の方向性を 

見出す 
思考し解決に 

向かう 

知識技能を 

習得活用する 

知識技能を 

構造化する 

共に考えを 

創り上げる 共に課題を 

解決 

多様な手段で 

表現 

多様な情報を 

収集 

深い学び 


